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歯科・口腔外科 NEWS   2021年 1月号 
名古屋市立  

西部医療センター  

《お知らせ》 

 周術期口腔機能管理セミナーは、第 8回の『前立腺疾患について』の講演以後は、 

コロナ感染拡大によって、昨年７月の講演会を含め開催を見合わせておりました。 

ようやく、ハイブリッドでの開催が可能な環境が整ってきましたので、再開を検討しております。

開催の目処が立ちましたら、この誌面でもご案内を致します。 

＜10・11月の急患対応（初診の急患対応）＞ 
●10月の要請件数は 11件（2件は休日）でした。 

外傷が７件でその内３件は幼児でした。残り 4件は、 

舌の異常感、抜歯窩の治癒不全、歯周炎が 2件でした。 

●11月は 5件の要請（1件は時間外）がありました。 

外傷が 3件（高齢者２件・幼児１件）、化膿性炎症１件、 

歯痛（智歯）が１件でした。 

これら 16件は比較的軽症でありましたので、入院加療 

を要することはなく、外来で縫合処置、切開排膿処置 

など個々に対応いたしました。 

―2021年を迎えて― 

あけましておめでとうございます。 

2020年はコロナ禍に明け暮れ、気付いてみれば新たな年を迎えておりました。第三波は 

それ以前の状況よりもはるかに拡大し、医療環境を圧迫してきております。ただ、コロナの影響に 

よって社会のあり方、生活、家族そして医療を見つめ直すきっかけにもなり、悪いことばかりでも 

なかったのでしょうか。とは言え、今年中にはコロナ禍の先が見えることを願うばかりです。 

当センターは今年 4月から名称が「名古屋市立大学医学部附属 西部医療センター」と 

改まります。名称が変わりましても、地域に根差した医療提供は変わりません。 

名古屋市立大学医学部との連携によって、今まで以上に医療サービスの向上ができればと思って 

おりますので、引き続きのご支援を頂きますよう宜しくお願い申し上げます。  

 

歯科・口腔外科部長 深野 英夫 

高齢者や小児の転倒などによる顔面外傷が、例年よりも増加している印象があります。 

コロナによる stay-homeが少なからず影響していると思われ、今後もこの傾向が続く 

のではないかと予想しています。 

 

顎顔面領域に外傷が限局していれば、当科で可及的に対応を致します。

お電話でご相談を頂ければ、その都度対応致します。 

（時間内：歯科口腔外科外来 時間外：待機当番口腔外科医） 

TEL 052-991-8121（代表） 



—名古屋市立西部医療センター大学法人化のお知らせ— 

 

当院は、令和 3年 4月 1日付で大学法人化し、名称を 
 

名古屋市立 西部医療センターから 
 

「名古屋市立大学医学部附属 

  西部医療センター」に 

変更致します。 

 

 ※電話番号・FAX番号、患者さまのご紹介方法、 

検査のお申込み方法等は変更ございません。 

 

※施設登録番号・外来診療担当医など、詳細については 

改めてご連絡させて頂きます。 

  

今後ともよろしくお願い致します。 
 

 

 

名古屋市立西部医療センター  

地域医療連携室  

052－991－8145（直通） 
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